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地域の資源を〈知恵で〉観光資産にする

縁あってニューヨークとボストンを小旅行する。
国連本部のピース・ベル ガーデンとボストン美
術館の天心園の管理ボランティアが主目的である。
今号の特集は「地域活性化の推進」で観光がキー
ワード、人口減少で少子高齢化の縮減型社会を前
提に、その対応ともなる地域再生の話題が絶えな
い。シニア世代のボランティアを兼ねた小旅行も
今後大いに期待できる観光形態だと思う。観光公
害とならない適正規模の観光は、交流人口で地域
を元気にする打ち出の小槌に見える。ずっと以前、
昭和40年代中頃は観光開発計画が全国各地で
盛んだった。人口増で経済成長が著しい頃である。
私も若い頃、新潟県守門村や秋田県大森町など幾
つかのプロジェクトに関係した。半世紀も前のこ
とで、当時は「観光診断」の言葉がよく使われ、
地域を調査分析し計画の対象を観光資源と観光産
業施設に定めて計画に落とし込んだ。前者の観光
資源は自然資源と文化資源、後者の観光産業施設
には教育・娯楽施設と旅行施設が挙がっていた。
地域に賦存する資源に光を当て、観光産業施設と
の結合で資産化を図るものであった。資源の経済
的価値を高次に上げる資産化事業であったと今に
して振り返る。この「資源の資産化」の営み自体
は、以後時代が推移しても大きく変わることなく
現在に至っている。しかし資源の捉え方なり資産
化の観点は相当変わったように思う。昭和47年
（1972年）当時は、観光開発に限らず「計画思考」
が日本列島の隅々に影響を及ぼし始めていた。計
画の知識と手法を用いて将来を考える創造的政策
もこの頃から、国土を舞台に始まった。

成長社会の進展と共に地域の開発が進み、観光

資源については保護・保存・保全の手が打たれ、
観光産業施設は多様に整備された。政策から計画、
計画から事業へと展開した成果のトピックを拾う
のは簡単である。観光地の整備は拠点からルート
へ、ルートから回廊へ、そして地域へと拡張した。
これに応じて観光産業の振興が観光地経営へ、最
近は観光を包摂した持続可能なエリアマネジメン
トに移って来ている。交流人口の増加となる旅の
目的地が点から線、線から面に広がるに応じて、
地域活性化は有効に作用すると考えたい。そのよ
うに認識した時、今は、観光と並行して進められ
た国土インフラに注目する適期のように思える。
道路、河川、港湾、空港、下水道、公園等の整備
５箇年計画の成果に目を向けたい。最も歴史の長
い道路整備から70年、比較的短い下水道や都市
公園整備からでも半世紀が過ぎた。これらには維
持管理と更新を含むストックマネジメントの課題
が多く、長寿命化の言葉も頻繁に耳にする。もち
ろん課題解決は大事であるが、私がより重要と思
うのは、これらのインフラストックを地域資源と
して維持するに止まらず、ライフサイクルコスト
を考慮したアセットマネジメントに取り組み、優
れて資源の多目的化となる再デザインに導くこと
だと考える。そのためには政策間連携が鍵で、そ
こで私は再整備や再開発ではなく再デザインを使
う。デザインが持つ「願いの達成」に共感して創
造的取組を強調したいがためである。凌ぎの対策
を超えた機能と価値の再生となる変革を望みたい。
現世代は、初めて直面したCOVIT-19の感染症
で様々な試行錯誤を余儀なくさせられた。オンラ
イン会議などを新しい社会行動の進化と捉え、正
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のレガシーにしたい。関東大震災から100年目だ
が、その復興計画で見られた建築・同潤会アパー
ト、土木・隅田川近代五橋、造園・防災公園など
は、各界の新時代幕開けとなる創造的復興事業で
あった。そして今、私たちが直面している地球温
暖化による大災害は食糧問題にまで迫っている。
日本の国土はもとより、世界各国各地域に及ぶ影
響に正対する時だと思う。災禍を転機とした挑戦
は有意義であったからで、俯瞰して認識すべきは
成長社会から成熟社会への移行期にパンデミック
に遭遇したことである。成熟社会の真の姿は、働
き方や日常生活に見られる。国家のパラダイムが
変わる最中、折しもワーク＆ライフバランスが叫
ばれて人材確保が一番の時期の混乱であった。そ
うした思いを持つ中で携わった私のプロジェクト
の一部について、誌面の許す範囲で触れておきたい。

阪神淡路大震災（平成７年（1995年））以降、
各地で頻発する地震災害に加えて気候変動が引き
起こす風水害が未曽有の事態を招いている。レジ
リエンスが喫緊の課題となっていた時期に熊本地
震（平成28年（2016年））を経験した。発災後
の復旧は計画思考が再び重視される時代と重なっ
た。これは私の所見である。災害復旧での改良復
旧も試みられ、国民の関心が復旧に続く復興まち
づくりに及んでいた。希望と期待が持てる復旧で、
文化財・公園・観光・まちづくりと複数の政策を
重ねた政策間連携で熊本城の復旧復興の議論は始
まった。ここで発想したのが展示型復旧である。
端的には「今を見て、今を見せる」である。創造
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の原点として現実を直視する原則に立ち、展示型
復旧のインスピレーションはごく自然に浮かんだ。
地方圏における中心市街地の再生とその創造的取
組が問われていた時期で、幸運にも、筆者は「熊
本城と庭続き まちの大広間」をデザインコンセ
プトとする桜町・花畑のまちづくりに関与してい
た１）。熊本城の復旧工事を立入禁止として長期間
休眠状況にする勇気が私にはなかった。死んだ工
事期間ではなく、生きた工事期間としたかった。
来訪者を受け入れ、観光の舞台とすることでまち
の活性化の資源とする構想とした。

同じく熊本県天草市の﨑津では世界遺産登録に
関連して、漁村集落の景観整備を進めた。構成遺
産に適う場のオーセンティシティ・真正性を大事
に地域の持続可能性に係る人流経済を考え、これ
に資する関連施設の整備を調え「グッドデザイン
賞ベスト100」の結果も得た。知恵を絞り、知恵
の輪ができることを表題の〈知恵で〉に込めてい
る。そうした知恵が出ていると思う事例を私はい
ま訪問中で、香川県直島・本村地区での「家プロ
ジェクト」では、アートの力を得た集落景観の生
態保存の一つの方法を学ぶことができ、栃木県那
須塩原市黒磯の「黒磯のまちを面白くするプロ
ジェクト」からは、これからの成熟社会でのツー
リズムのヒントを得ることができた。まだまだ全
国各地を訪ねたい。
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